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土地改良事業と

農家経営の改善について

昨年5月，土地改良長期計画が閣議決定にな

り，昭和4'8年度以降10カ年間に，総額13兆円に相

当する事業を実施することになりました。

土地改良長期計画の概要

この計画では， 10カ年間で既整備の耕地を含め

て約805ぢの耕地がi高能率な農業生産めための機

械が駆使出来るように，区割整理を中心とした圃

場整備を 120万へクタ-;v，畑地総合整備を60万

ヘクタール行うこととしており，また需要の動向

に則して農地を30万ヘクターノレ造成す;るととも

に，草地を40万ヘクターノレ造成するこι=してい
ます。

計画の特長

、計画の特長を申上げますと，従来の土地改良事

業は生産の増大，生産の安定が中心でおりました

ゴ:が，これが，生産性の向上，高能率機械化，福祉

農村建設のための農村環境整備等，内容も規模も

変り，ー圃場整備を中心とした基盤整備事業が重要

なウェイトを占めるようになり，事業面でも点や

線の事業から，面の事業に移って来ている乙とが

あげられます。

このことを更に普遍して申上げますと，従来の

土地改良事業は，水田についていえば，かんが

い，はい水i あるいは両者を併せ行う事業が主で

ありました。

農林省大臣官房技術審議官
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経営技術を投入しなければ，その効果はあらはれ

にくく，その改善を通じて土地改良事業の恩恵、を

受けるという形になって来ています。

稲作の技術は非常に高度化されて来ており，昭

和35年頃10アール当り 180時間程度かかっていた

のに，現在ではその半分くらいになって来ていま

す。

なお最近の状況は基盤整備の程度により 10アー

ル当り 15時間程度の技術も出来つつあります。こ

のような技術を基盤整備と併行して農村にどう定

着化さすか，それにより農家の経営をどのように

変えて行くかということが，最も重要視されま

す。

このような状況にあることからして，基盤整備

を糸口として，整備された条件をいかに生かすか

とし寸農村の体制整備を併行して行い，皆さん関

係者に喜んでいただくところまで，計画の段階か

らつめなければならないと思っています。

これからの圃場整備事業

次に岡場整備の水準についてふれて一見たいと思

います。

これからの圃場整備事業は区画の拡大，農地の

集団化による農作業の機械化，用排水および農道

などの施設の近代化による生産性の向上，用排水

条件の整備など，高い水準の整備が行われて田畑

このため例えば，用水不足地への用水補給によ いずれにも利用しうる，いわゆる汎用農地の造成

る作柄の安定化，田植時の水不足の解消による作 が行われますが，それにより農地の土地利用の自

業の能率化，田植水の早期取水による早植の実施 由度が拡大しj農家の方々の想意工夫が可能にな

と増収，排水による難作業の解消と作業の能率化 ‘り内まごむ，、したがもっ日てj乍目の選択的拡大など，地域

等，農家の方々にとっては農家経営を変えること

なく，直接事業の効果を身に受けるとしづ形が大

部分でありましたが，最近の土地改良事業の中心

をなす闘場整備事業では，前に申し上げた直接効

果の他lこj どうじても上で行う農作業面で高度な

としての総生産を如何にして高めるかということ

が，中心課題になります。このようなことから，

基盤整備を今後の農業発展に不可欠なものとして

取組む体制を整備していく必要があると考えてい

ます。
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この場合特1こ重要なことは，経営の目標を設定

することでありますが，差当っては圃場整備によ

り，単位面積当りの労働時間は3割，また一定面

積に対する機械費は3割程度低くすることは可能

と思います。この節減をどこにむけていくか，こ

れが経営改善の中心になるものと考えています。

畑地の圃場整備の目標

次に畑地の整備についてふれて見たいと思いま

す。

畑作物は水稲と違って連作がきかないという宿

命をもっています。したがって土地をどう利用す?

るかということが，畑作の安定のうえで最も重視

されます。しかしながら経営面積が狭いこと，自

己の所有する耕地の条件が一様で、ないこと，また

畑作物聞の価格のバランスが取られていないこと

などから，有利な作物の作付が中心になり，連作

の傾向に走り，そのため作柄が不安定になってい

ます。

このための基脇整備は，かんがい排水による圃

場条件の均一化による土地利用の合理化がまず必

要であり，更に農用地の造成による耕地の拡大に

よる，作付の合理化をはからなければならず，畑

地の総合整備が中心になります。

さらに畑作については道路を中心として流通の

広域化がはかられますので，一体的に利益を受け

る範囲の拡大も，施策として極めて重要な問題に

なって来ています。

一般畑作，野菜作，果樹作の問題点と

土地改良事業の関係

次に一般畑作，野菜作，果樹作についての問題

点と，土地改良事業の関係について述べて見まL

ょっ。

く〉 一般畑作については，先きに，畑作物価格

のバランスが取れていないために，所得の大きい

作物に集中するため作付様式がこわれて来てお

り，連作障害があおわれ，病害虫が多発して作物

がっくりにくくなって来ていることにふれました

が，その例を北海道の一般畑作について見ると，

馬鈴薯，甜菜の掘り取りが楽になって，そのウ、

ェイトが高まるにつれて，馬鈴薯ではゴールデン

ネマトーダ，黒.脚病，葉巻病等の病害があらわ

れ，また甜菜では芯腐れ病が増加 Lて来ていま'

す。吏に菜豆の菌核病，小豆の落葉病が多発する

と 科
《且.
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ようになり，各作物とも作りにく〉なって来てい

るのが実態です:。

く〉次に野菜が入った畑作についてですが，最

近野菜の産地移動がはげしくなって来ています。

一般にほ野菜とし 1うものは年数がたつと作りに

く〉なり，産地移動が行われるのが野菜作の特長

のように考えられていますが，最近の産地は多大

の投資が行われており，その償還時になっで産地

が維持出来なくなることは，農家にとって深刻な

問題であって，どうしても解決しなければならな

い重要な問題と考えられます。

く〉 次に永年作物についても大きな問題が出て

来ています。といいますのは，永年作物は病害の

防除が産地維持の最重点技術でありますが，一部

に管理が不充分であると，自分の圃場の問題であ

るばかりでなく他の園にもその影響をあたえ，産

地全体が荒廃化する糸口になるとし寸事例が，見

られるようになって来ています。

例えば最近問題になっているリンゴの黒星病，

フラン病，柑橘のソウカ病，カイヨウ病等も管理

不充分がその原因の一つになっていることは否

。可〉めない事実と考えられています。

また桑になると防除が困難なだけに，病害の発

生は致命的な影響をあたえます。どうしても集団

化による周到な管理が必要になって来ています。

このように畑地農業の問題は深刻化して来てい

ますが，いずれの場合も，畑地かんがい，区画整

理，土層および土壌改良等の総合的な改善がその

出発点になり，そのうえで行う経営の改善を通し

て，解決がはかられることを理解していただきた

いと思います。

次に畑地かんがし、についてふれて見たいと思い

ます。~

わが国の耕地に畑地かんがいが必要かどうかと

しづ議論があります。生産安定のための水補給と

いう観点からは， 10年に 1回程度の早魁防止に，

多大の投資を必要とするかどうかについては意見!

が分れていますが，畑地かんがいが，例えば産地

維持のための適FザJ会防除の実施，霜害の防止，風

害の防止，あるいは野菜における適期播種，適期

移植による，作付の計画化等において，順次その

効果が期待されるようになり，現に効果を収めて

いるところが出て来ています。
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¥ ¥ず、れにせよ，基盤整備を出発点にして営農改

善をはかると¥¥う両者の一体化が，農業近代化の

焦点になっています。今後の土地改良事業はその

計画面から充分関係者の意見を入れて効果が期待

される事業を推進したいと考えています。

これからの土地改良事業の方向

最後に，これからの土地改良事業の方向につい

ての問題点に触れて見たいと思います。

① 水田について

土地改良事事の歴史は古いが，過去における先

人の努力を端的に示す例があります。

九州大学沢田教授の計算によると，明治期次前

lニ，現在の河川の頭首工や用水路の70%，溜池の

52%程度が出来ていたというから，既に第一次開

発が終つでいたということが出来ます占

その後が第二次開発で，圃場整備事業が始まっ

た昭和39年までが，、これにあたります。

この間に前記の第一次開発を踏まえたうえで，

用水補給，排水改良，作季繰上などに伴う水資源

の開発が行われました。

その聞の投資を，農林省が行った農業水利資産

調査から評価すると，昭和45年価格換算で総額3

兆3，000億円， 10アール当り 935千円である。一

方，昭和45年の農家経済調査の農家固定資本額を

見ると10アール当り 108千円で，農家の固定資本

に匹敵する水利資産を持っているということにな

ります。

この増資は国，都道府県および、農業者の協力に

よって出来たものですが，それが農業生産の増大

の支えになっている状況は，よく窺(うかが〉える

ことと思います。

ちなみに世界各国の米の収量と人工かんがい率

を見ると，その関係はうまく比例していることか

らしでも，土地改良投資が米の生産に及ぼした影

響の大きし 1ことが理解されることと思います。

わが国において，米の収量と土地改良投資累積

額の関係で，代表的といわれる，新潟県白根郷の

例をとって，昭年30価格で土地改良投資額と生産

増大の関係を見ると，次のようになります。

昭10 17，.....，18億 収量300kg/10アール

¥昭30 、 60億 480kg/10アール

'なお水田の土地改良事業は生産の安定からさら

に発展して，生産性の向上の方向に向い，昭39年

と
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から圃場整備が主体となって来でいますが，この

ことは，土地改良事業が第三次段階に入って来て

いることを，物語っているものと思われます。

② 畑地について

畑地に対する士地改良投資は全く貧弱といわざ

るを得ません。

昭和40年から畑地総合整備事業が，ょうやく始

められたとLづ段階にあります。

水田と比べると，水田で、は既に第三次開発に入

っているのに対じて，畑地はまだ第一次開発の域

を出ていないということができます。

現在，畑作農家で飲料水を浅井戸または渓流水

ο打、りゅうすhつから取っているのが， まだ 70%
もあるとし 1う状況です。

例えばi家畜を導入するとしても，家畜の飲用

水，糞尿処理の水も不充分，また経営を合理化す

るため作付転換を行L¥高収入作物である野菜な

どを導入するとしても，苗床，定植の水もない，

生産物を出荷するための洗撚用の水もない。更に

畑作は作物の種類が多く，防除なども複雑であり

ますが，その用水も不足するとしづ状況にありま

す。

また一般に畑作は早越の恐れがあるが，基幹作

物の安定化の水も殆んど用意されていないのが実

態です。

従って飲用水，経営転換，経営集約化などの推

進lこ必要な用水を総合して，農業用水として一定

量(従来の畑地かんがいのように多量の水でbはなUつの

水をまず畑地の上に乗せ，農家の方々の創意工夫

を発展さす条件整備が緊急に望まれるものと考え

ます。

¥ ¥ずれにせよ，最近の高度経済成長下におい

てs無秩序な農地の改廃，地価上昇，農業用水の

汚濁ー河床変動による取水困難，労働力の流出に

もとずく水利施設の維持管理の粗放化など，農村

をとりまく自然的，社会的環境の変って来ている

中で，前述のような農業の体質強化のための土地

改良事業が，その進め方について難問が出積して

来ていることが憂慮されます。

，これが対策を，緊急lニ整備しなければならない

差迫った状況に来ていることを，明記しておきた

いと思います。
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同ι
十

りん酸肥料の動向について

1. 不足時代を迎えた世界の肥料

ここ10年以上，だぶついていた世界の肥料が昭

和47年ごろから急に不足がちとなり，本年に入っ

てからその傾向はますます強まり，世は「肥料不

足時代」に入ったといわれる。

なぜ，、急、にこんなことになったのだろう。か。

この点は，今後のわが国の肥料問題を考えるに

当って，十分理解Lておかなければな句ないこと

と思われるが，事態は，一般に想像されている以

上に深刻である。

その意味で，はじめに，戦後の世界肥料事情の

推移にふれた後，わが国におけるりん酸肥料の動

向を紹介した¥¥。

第2次大戦後，世界の各国は荒廃じた肥料工業

の復興に全力をそそいだ。その結果，各国とも昭

和30年ごろまでには戦前以上の生産水準じ達し，

食糧生産も‘肥料消費の増大につれて向よLた。

ところが，その後，アンモニア製造技術の革新

がおこなわれ，設備規模の大型化が可能となり，

肥料消費の伸びも好調なところから，世界の肥料

工業はアンモニア設備の大型化競争，尿素生産の

拡大，湿式りん酸設備投資の強化に一斉に力を入

れたためγ たちまち肥料生産は需要を大きく土廻

り，それまでもだぶっき気味だった肥料の在庫は

急増じ 1 国際価格は暴落した。

昭和43年から45年にかけて，肥料工業の世界的

不況は最高潮に達し，米国では 2'"'-'3割にのぼる

工場が閉鎖され，また企業の肥料産業からの撤退

も相次いだ。わが国でも，肥料会社の仁脱肥料イL

の動きが強まり，もうからない肥料から，もうか

る部門への移行がおこなわれた。

ここにきて，世界の肥料生産設備への投資は，

ばったりと止まってしまった。いわば不況休戦状

態にλっ、でしまったのであるか入i

この状態が3"z' .4年続いている聞に，肥料消費

日本化成肥料協会

技術部長代理

小田部慶男

の方は，人口増大につれて着実に伸びつつあった

から，肥料のだ、ぶっきは次第に緩和し，市況もも

ち直ってきた。

そして，需給が均衛に向い，肥料工業がやっと

明るさを取りもどしたところに，昭和47年，世界

を襲った異常天候によって，大凶作が各地に発生

し， ソ連，中国の 3，400万トンにものぼる食糧，

飼料の大量買付けや，西アフリカ，インドなどの

飢餓問題が深刻に報道され，いわゆる「食糧危機」

に発展した。

各国の食糧増産政策がクローズアップし，世界

の肥料需要が一斉に高まったところに，昭和48年

10月中東戦争に端を発した「石油危機」がぽっ発

した。

アラブの石油輸出機構OAPECが自由圏先進

各国に対し，石油供給制限を打出したわけだ。こ

のため，石油を大量に輸入してきたこれらの国は

もちろん，多くの発展途上国までも先進各国の

「エネルギー危機」のあおりをうけ，世界中がて

んやわんやの騒ぎになった。肥料生産は，直接，

原料石油とエネノレギー不足により操業が低下し，

輸送が停滞した。

そこにこんどはOAPECの石油制限戦略の成

功に刺戟されて，途上国を始め，先進国も加わっ

た資源ナショナリズムがにわかに台頭した。

石油はもちろん， りん鉱石，加里鉱石などの肥

料資源の数割から，数倍に達する供給価格アップ

と，採掘制限がおこなわれるようになョた。

りん鉱石は，昨年秋まで、の値段の3'"'-'4.5倍に値

上げ，カナダの加里鉱石は厳重な生産自j当により，

資源保有国の資源戦略が強く打出されている。

し、ちばん困ったのは，肥料生産設備と外貨をも

たない資源非保有の途上国だ。世界の市場に肥料

は不足し，あったとしても限られた外貨で購入で

きる量は，肥料価格が高騰したため，原料値上げ
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以前の何分のーかに減ってしまった。

一方，自由圏先進国を中心とする肥料輸出国で

は，つくればつくるだけ売れる肥料ふすでに設

備能力一杯に稼動しているため，これ以上生産を

ふやせない。資源，エネルギー不足も'生産増大の

足を引っぱった。にもかかわらず，肥料工業はこ

れ以上生産設備をふやすことに踏みきれないでい

る。

10年以主も続いた長い不況時代の悪夢から，完

全に覚め切れないためだ。目前，不足するからと

いって， うっかり設備をふやせば，また，かつて

のような過剰不況におちいる心配がつよいのだ。

まかりまちがえば，倒産の浮き目にあう。しかし

設備拡大はまるきり止ったわけではない。むし

ろ，現在，肥料の設備投資は，いままでと達っ

て，この世界の「新顔」によって意欲的におこな

われている。資源保有国と，国内需要の急増して

いる発展途上国である。中東，東欧，アジア，ア

フリカ，中南米の各国だ。

このように，世界の肥料工業の中心は，いまま

での，西欧，米国と日本の3本の柱から，これら

の各国へと多極化し，分散しつつあり，資源ナシ

ョナリズムの普遍化により，高価格の不足時代

が，これから続くものと予想されている。

ごれは，世界の肥料情勢が，史上いまだかつて

ない重大な転換期にさじかかったといえる。

りん鉱石，加里資源の全需要と，石油，天然ガ

スなど窒素肥料生産lこ必要な水素資源の大部分

を，海外から輸入に依存l，資源小国といわれる

わが国の肥料工業にとっては，とくに緊迫した局

面にさしかかづたといえるj

このような背景の理解のもとで，わが国の肥料

対策が真剣に考えられなければならないといえよ

っ。
2. .48肥料年度のりん酸肥料需給の動向

47肥料年度を，数年ぶりの需給好調下に終え

て，肥料工業は48肥料年度i二入った。
前に述べたように，昭和47年に世界的異状天候

が地球を襲い，食糧需要が爆発的に喚起されたた

め， 48年1月，米国では2，000万ヘクターノレ，わ

が国耕地の3倍以上に達する耕作凍結を解除し

。
た

わが国で、は米作削減措置の緩和などから， 47肥

、と i
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料年度は表 1のように，肥料内需が急伸した。こ

の需要急伸は，実需を越えた一時的なものではな

し、かとの懸念から， 48肥料年度の需要想定は，当

初，窒素， りん酸，加里とも， 4"-'5%程度の伸

びにとどまるのではないかとみられていた。

しかし，ふたをあけてみると，予想、に反し，需

要は旺盛で，石油危機以後は，生産が需要に追い

つかず，地域によっては，出荷の不均衡によって

市場から肥料が姿・を消すといった騒ぎまで発生し

た。

表 1 肥料内需実績 (前年比鈎成分1.000トン

肥料年度|窒 素| りん酸|加 旦

4 6 1 674 (98) 1 661(101) 1. 578 (95) 

4 7 1 733(109) 1 717(108) 1 599(104) 

ι8  1 803(110) I 754(105) I 未定

結局，仕上りは，肥料成分としては，窒素の対

前年伸び率110銘に対し，りん酸は 105~ぢとなっ

た。このりん酸の伸び、は，低いようであるが，内

需の 86%を占める化成肥料の消費(出荷〉量(表2)

からみると，高度化成，普通化成， NK化成とも
11296以上，とくに高度化成は116%と47年の倍の

伸び率を示し，また，年度当初の見込の伸びに対

しても 2倍となったことで，如何に全体の需要が

爆発したかわかる。

不足するりん酸資源節約の目的と，生産効率を

高めるため，銘柄集約をおこなう目的で， りん酸

成分の低¥¥化成肥料が大量に出廻ったことが， り

ん酸成分としての内需が意外に低かった一因であ

る。

向表 2 化成肥料内需実績 〈前年比%)実数10.000トン

肥料年度 高度化成 普通化成 NK化成

44 245(103) 117 (91) 27 (93) 

4 5 244(100) 99 (85) 24 (89) 

4 6 253(104) 91 (92) 22 (92) 

4 7 272(108) 91(100) 24(109) 

4 8 314(116) 102(112) 27(113) 

しかし，このような予想を上廻る増加を示した

内需の供給確保については，生産業界の努力が大

きく払われた。

りん鉱石山元の対日りん鉱石供給カット通知

や，オイルショック後の石油，電力の制限に対す

る処置，中でもエネルギー不足に伴なう硫酸の入

手難に対し，特別配給を陳情，確保して，設備の

操業低下をくし 1止めたことなど，政府当局の適切
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な指導と関連業界，流通業者などの格段の協力を

えて，農家の要望に応えることができたのは幸い

なことであった。

3. 49肥料年度のりん酸肥料需給の動向

農林省の予測では， 49肥料年度は， 48年ほど内

需は伸びず，前年比，窒素104労， りん酸104%，

加里1039ぢ程度しか見込んでいない。

とくに，昨年116%と異状な伸びを示した高度

化成については，相当量の流通在庫が保管され，

本年の工場出荷はかなりセーブされるだろうとい

うのが，関係者の一致した推測である。

普通化成にしても，これまで，年々，消費が僅

かずつだ、が低下を続けた傾向からみて，昨年の112

%の対前年伸びは，実勢以上のものがあるとみる

のが常識である。

しかし，食糧危機以来，わが国の食糧自給率の

向上が強く叫ばれ，不足する飼料対策として，大

豆，飼料作物の生産奨励策も，政府によって打出

されるうえに，先般， 49年度生産者米価が昨年比

379'oの上乗せで決定し，肥料消費促進材料が少く

ないことからみて， 48肥料年度と同じ水準までは

ゆかなくても，予想、を上廻わる内需増大の可能性

もないわけで、はない。

昨年度は，内需確保の至上命令のため，本年1

月以降，りん酸肥料の輸出は事実上，完全にスト

ップしてしまった。それまで、に例年の半分，約10

万トンが昨年船積みされたに過ぎない。

だが，田中首相が本年初当，東南アジアを訪問

して，強く要請されたように，タイ，フィリピ

ン， インドネシアなどの諸国は，わが国以上に肥

料不足に悩んで、おり，日本の肥料輸出への期待は

極めて切実である。

本年度は， .48肥料年度よりは，需給ひっ迫は緩

和される見込みなので，許せる範囲内で，これら

長年の顧客に対して応える必要があろう。

肥料価格は，本年1月の改訂に次ぎ， 8月にも

値上げがおこなわれ，化成肥料については，今回

の値上巾は30%前後となっている。

こめ点については，消費者農家各位のご不満は

当然あろうかと思うが， りん鉱石の本年以降の値

上り率は， 3'""-'4.5倍と，肥料史上例を見ない極端

なものであり，これを拒否すれば，わが国へのり

ん鉱石輸入は途絶しかねないーという資源ナショ

ナリズムの高まりの下では，その他もろもろの資

材，労務費，エネノジギーなどの大巾なコストアッ

プもあって，止むをえない措置であった。

むしろ，改訂額の査定が，政府，流通業者とも

に極めて厳しく，一部の企業では今後の円滑な肥

料生産を危ぶむ戸すら出ているのが実情である。

果せ石かな，新価格決定後，、僅か 1カ月という

のに，フロリダりん鉱石が，本年度3回目の輸出

価格値上実施を決定したとのニュースが流れた。

値上げ巾は33"-'35%だとし 1う。

われわれは，生産者，消費者，流通業者を問わ

ず，今後の肥料需給問題の最重要ポイントとし

て，このような流動的な資源の入手を，如何に円

滑に実現するかに置く必要が出てきている。

4. りん鉱石資源不足対策

最後に， りん鉱石資源の不足対策について少し

ふれる。

世界のりん鉱石不足は，あと 4~5 年は続くも

のとみられている。

その対処策として，わが国が資源保有の発展途

上国でりん鉱石鉱山を開発し，輸入する問題が論

議されている。しかし，少くても数十億円，普通

には数百億円という，!.英大な資本投下を必要とす

る開発事業に取組むには，、数々の問題点が残され

ている。

従って，さし当って，輸λ可能な範囲での既存

りん鉱石の有効利用を図るのが現実的だが，併行

して備畜を進めるべきだと提案も出ている。

だが，これも，供給方の減退している情況での

過剰購入を前提とするだけに，下手をすれば，資

源不足の開発途上国から金持日本の買い占めへの

反感を招きかねない。国際協調の線から逸脱し，

わが国だけが利用する備畜ではうまくゆかないだ

ろう D

節資源の具体策として，従来とは角度を異iこし

た施肥の合理化が農家によっておこなわれ，生産

業界は，製造技術の向上，品質改良に新しい工夫

が望まれる。その途は，地味で，困難が多りが，

とにかく実行する以外にはな¥¥0 
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世界の燐鉱石の現状と

今後の見通しについて

昨年後半から始まった燐鉱石山元の価格値上げ

競争は，まだ現在も続いており司世界の燐鉱石マ

ーケットは大変な混乱状態におちいっています。

、燐鉱石不足のため世界のあらゆる場所で肥料工

場の運転がとまるといったような，数年前には考

えられなかった現象が続発しています。

このような事態はどうして起ったのでしょう

か，またいつまで績くのでしょう。現在，燐鉱石

に関係した仕事をしている人なら，全部が持って

し1る質問に対して明確に答えられる人は，残念な

がらいないと言ってよいでしょう。

何故なら燐鉱石は，石油や鉱石類と同様に重要

な資源で、あること，また肥料の重要な原料である

ため，食料問題にも深い関係のあること等の理由

により，その需給バランスは極めτ複雑な要因で
左右されるからです:。

そこで，本年度米国肥料協会の定時総会で，

「プロリダ燐鉱石輸出協会J の会長?であるターベ

ピル氏が行った「燐鉱石および燐酸肥料の問題

点」と題する講演の大要をご紹介しましょう。

同氏の講演をご紹介する理由は，まず同氏がモ

ロッコと並んで， t註界の燐鉱石の二大ソースの一

つであるフロリダ燐鉱石の代表者であること，ま

た講演の内容から，山元がどのように燐鉱石の現

状を考えているかが非常によくわかるからです。

〔ターベビル氏の講演概要〕

「この会議も，発足してから 4年しか経過して

おらぬにもかかわらず，このように世界中から賓

客がお集りになるような会議に発展致しました。

会議の推進者の 1ノへとして誇りとする次第です。

さて振り返って見れば，肥料産業が過去200年

間世界の食料問題に対して果した貢献は，誠に偉

大であります。、しかし最近に至り肥料，特に燐酸

肥料に関して非常，に深刻な問題が出てきました。

この問題は，世界各国の主な新聞でも大きく取り

あげられています。どうしてこんなことになった

三菱商事株式会社化学肥料部

稲 井俊

のでしょう。残念ながら私にも明確にはお答えで、

きません。しかしし 1ま現在起っている問題を，私

なりに分析してご報告申し上げたいと思います。

本年，つまり 19.74年は，燐酸肥料が世界的に不

足しています。またその原料である燐鉱石の不足

は，いまだかつてないほど深刻です。しかも少く

とも，ここ数年は続きそうです。しかし燐酸肥料

と燐鉱石の見通しを個々に考えれば，この二つは

同じではありません。

大ざっぱに見れば発展途上国における燐酸肥料

の不足は，さらに深刻化するでしょう。また，西

欧各国の燐酸肥料メーカーに対する燐鉱石の供給

も減ると思います。

日本に関しては輸出分は別にしても，国内消費

分の燐酸肥料が不足することは無いはずです。し

かし燐鉱石が各工場に於て不足することはあるで

しょうし，これが解決するのは，燐酸肥料よりも

少ぐとも 2，3年後のことになる筈です。

米国内において燐鉱石が不足するということは

ありません。しかし米国から燐鉱石を輸入してい

る国は，多かれ少かれ不足するでしょうし，輸入

ソースを増やすとか，またはリン酸液とかリン酸

肥料としづ半製品，または製品の形で輸入するこ

とを検討する必要に迫られると思います。現在い

くつかの燐酸肥料工場が米国内で建設中で、あり，

それらが完成する1975年後半以降は，米国内の燐

酸肥料の需要は充分カバーされますし，輸出力も

増えると思います。しかし原料の燐鉱石は，これら

の工場で米国内で消費される量が増えるため，輸

出力は削減されることとなるからです。

現在多くの国が燐鉱石，または燐酸肥料の不足

問題に真剣に取り組んでいます。たとえば国連会

議等においても，肥料問題は重要議題としてキッ

シンジャーが取り上げています。

国別に概要を申し上げますと，カナダはそれほ

ど深刻な不足状態であるとは言えません， しかし
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充分供給されている占は決して言えません。

メキシコでは完全に不足しており， 40必を米国

から輸入に依存せねばならない状態です。ブロリ

ダは西欧諸国に伝統的に毎年，400万トン以上り燐

鉱石を輸出していますが』来年，つまり1975年に

は半分の200万トン以下しか輸出で、きぬでしょう。

ノレーマニアもフロリダ燐鉱石の輸入を強く望ん

でいますが，残念ながら供給できない状態です。

パングラディシュ，インド，パキスタン等では

状況は更に深刻です。詳細にご説明するとキリが

ありませんが，世界の状勢は以上のようなもの

で，いかに深刻な状況であるかおわかり頂けたと

思います。一

燐酸肥料，特lこ燐鉱石の状況がー何故かぷ忠緊迫

化しているのか，再度考えてみる必要があると思

います。、

まず、第ヂ与に，燐酸肥料は食糧生産に絶対必要な

ものであり，あらゆる人々に影響を与えるという

ことです。

第二に理由としであげられることは，燐鉱石の

輸出がアルジヱリア，モロッコ，セネガル， トー

ゴ，チュニジ7等の国にとっては，国家経済を左

右する重要な問題でJあること， Lかしながら一

方，買手側の固にとっても，燐鉱石がどのような

価格で，どのように供給されるかは，非常に重要

な問題であるニとです。

三番目の理白ですが，正直なところ，これが最

も私には理解できないのですが，長いあいだ燐鉱

石の供給が非常に豊富で安かったため，これが当

り前と考えられ，現在の不足状態が故意につくら

れたものだーと信じている人さえもいるというこ

とです。また，このような不足状態になると，各

種のエゴイズムも出てきます。たとえば他の国

が，燐鉱石が無くて本当に困っているのに，全く

気lニせず自分のところに 1トンでも多くまわせと

要求してくるようなことです。これらのひとつひ

とつが，事態をますます深刻化させる要因になり

ます。要は各人が状況を正確に把握し，冷静に対

処することが肝心であると思います。

燐鉱石，燐酸肥料にかかわらず，また，国の内

外を問わず，肥料の価格は結局は世界の需給バラ

ンスによって左右されます。

たとえば米国が現在まで，世界市場の価格より

と 不1・ 第三種郵便物認可 (9) 学

安い価格で燐酸肥料が統制されでいたことが，現

在の米国における供給不足の原因となっています

この価格統制は米国内で約5年間続いた訳です

が，その聞に米国の燐酸肥料・の大部分が，海外の

はるかに価格の高川市場に向って流れていったこ

とは，誠に当然で、あったと思います。

海外市場における高価格がなければ，現在進行

中の燐酸肥料プラント建設等は無かったでしょう

し，この意味において米国の農家は，海外市場の

高価格に感謝せねばなりません。

最近に至り ζの統制は撤廃されましたが，世界

的に見れば，食糧増産の必要性はますます大き

く，従つで燐酸肥料の価格上昇の要素は今後とも

存続しますじ，この状態が続く限り，米国内の価

格が国際価格に近づくまで，米国内の不足状態は

続くと思います。いずれにせよ，どこの国も結局

は，国際市場の影響を受けるのです。

世界が永久に燐酸肥料の不足に直面するという

意見に，〆私は賛成できません。米国の燐酸肥料メ

ーカーは，現在の生産能力を40~ぢあげるために工

場建設に踏み切っており，これらの手場の全部が

1976/77年までに完全操業される予定です。 この

事実を考えれば，現在の燐酸肥料不足を充分カバ

ーする生産設備が建設中であることは，皆さんに

おわかり頂けると思います。私の考えでは， 1975 

年の春まではきびしいやに態が続きますが，それ以

降はだんだんよくなってくると思います。

Lかし燐鉱石不足の問題は，燐酸肥料の問題よ

り，はるかに大きな問題です。 1960年代を通じて

フロリダ， ノースカロライナの山元の在庫は3倍

にも増え， 1969/70肥料年度末には1300万トン以

上にも達じま Lた。

このため価格は下がり生産も減少し，また生産

設備に対して充分会メインテナンスも行われず，

一部では回復不能の処までいきました。今年でさ

え，需要の大き:な増大と高価格にもかかわらず，

1967/68肥料年度よりも， わずかに3%しか生産

は増えていません。人

たしかに今年の販売数量は，昨肥料年度と比較

すれば27%も増えていますが，これは在庫数量を

減らすことによ円り:達a成で、きたもので，生産が増え

ている訳ではありません。現在のブロリダには t

カ月生産分の在庫も無いので、はないかと思います
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27先に述べたように，米国内における燐酸工場が
完成すれば，多量の燐鉱石が原料として使用さ

れ，燐鉱石自体のフロリダからの輸出は今後増々

苦しくなると思います。

もちろん言うまで、もなく米国の燐鉱石山元は，

生産を 1日も早く増やすべく懸命の努力を払って

し、ます。しかじ残念ながら今すぐの解決になりま

せん。今から数年の聞はフロリダ燐鉱石の輸出量

は，減らざるを得ないでしょう。 1977年になれば

状況は段々良くなり始めると思います。米圏内の

需要もその頃には六体頭打ちとなり，燐鉱石の生

産拡張も軌道に乗っていると思われるからです。

以上のように我々は，米国からの燐鉱石の輸出

見通しには悲観的で、ありますが，燐酸肥料全体の

輸出量は今後とも増え続けると確信しております

輸出できる燐鉱石はまちがいなく減っていきま

すが，その分は燐酸肥料製品としての輸出が増え

ていき，燐酸分としてはカバーできるはずです。

米国外の燐鉱石生産設備拡張計画についても，

種々報告されていますが，これらを綜合して見る

と，米国の今後の 5カ年にわたる計画と大体歩調

を同じくするようです。

これらの燐鉱石生産の増加を合計すると， 4600 

万トン近くになります。従qて全世界の供給量は

l億 6千万トンとなり，今日の生産量のほぼ5割

増といヨことになります。ブロリダ以外ではモロ

ツコの拡張計画が最も大きく，フロリダ以外の増

加量の殆ど半分に達する規模です。スパニッシュ

サハラ，ソ連，両方で850万トン，アルジエリア，

ヨルダン，チュニジア各国も， 100万トングラス

の拡張をします。

さらにオーストラリアにおいても大規模な鉱区

が開発途中であり"1977年から生産が開始される

と言われており，フル稼動されたあかつきには，

年間 500万トンが生産されることになります。

tまあこう¥¥う訳で援軍はもう間近と言えると思

¥ ¥ます。しかし，そういうF間にも事態はますます

緊迫化しています。肥料工場の中lζは原料の燐鉱

石不足のため， フノ片稼動で、きぬとこうが沢山でて

くるでしょう。

西欧各国のよう 1こ，昔から燐鉱石を輸入し燐酸

肥料を輸出しでいた国々は，輸出市場の大半を失

うことになりましょJう。と

と 科 昭和49年10月 1日
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ブラジル，カナダ，メキシコのように農業生産

の大きな増加を計画し，目標としていた国々は，

計画を練りなおす必要があるかも知れません。未

開発国における飢餓等の悲惨な事態を避けるため

に，政府と民間企業は手をたずさえて協力しなけ

ればなりません。

しかしながら欠乏の時期は短期間のはずです

し，各企業の努力で切り抜けられるはずです。現

に我々は今までも，苦しし 1時期を何度も切り抜け

てきたではありませんか。

最後にこの重大な時期を切り抜けるために，皆

さんの大局的な見方と，利己主義を克服した公正

なる行動を希望致したいと思います。』

輸入業者の対燐鉱石感について

大変長くなりましたが，以上がターベピノレ氏が

行った講演の要約です。現在の燐鉱石および燐酸

肥料の世界における状勢がよく述べられており，

如何に燐酸肥料，特に燐鉱石が不足しているかが

おわかり頂けたと思います。

しかし日本においては，実感としてそれほど燐

鉱石が不足しているとは思えないと思います。昨

年末から今年初めにかけて，かなりひっ迫致しま

したが，それでも燐鉱石が不足したために操業が

止まった工場等はひとつもなかったはずです。

ζの意味において日本は今のところ，非常に恵

まれていると思います。この理由として， 日本の

場合は，各輸入業者が燐鉱石を重要な資源である

と考え，その輸入にあたっては海外山元との長期

的な友好関係を重視し，供給過剰の時も足もとを

見てむやみに買いたたくようなことをせずに，ね

ばり強くやってきた結果であると思います。また

新しく開発された山元に対しては，積極的に取り

組み，新規輸入ソースを増やしていったことも，

今となっては非常な助けとなっております。

し、ずれにせよ，燐鉱石は日本には全く資源がな

く全量輸入にたよらざるを得ません。しかも肥料

原料としてはもちろん，驚くほど多くの皆さんの

身の回りの品物に燐は必要な原料です。これから

も日本が必要としている他の多くの資源と同様

に，その安定確保の問題については，慎重に，業

界が協力して，対処していかねばならぬ問題であ

ると思います。
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(資料〉

49年産みかんの結果樹面積及び予想収穫量・出荷予想量

区 分 結果樹面積|予想収穫量

全

国

計
早生温什|
普通温州

ha t 

| 前年対比

出荷予想量|結果樹|予 想|出 荷|作 柄

|面 積|収穫量|予想量 I(部品)
t % % % % 

160，200 '3，867，000 3 ， 48~000 
49，700 1，198，000 1，:115，000 
110，600 2，669，000 2，369，000 

103 
106 
101 

114 
118 
112 

114 
118 
'112 

111 
112 
111 

千|計
i早生温如、|
葉|普通温州、!

神|計
奈|早生温州
川|普通温州

主
静|計
|早生温州
岡|普通温州

計
早生温州

知|普通温州

愛

計
早生温州、|

重|普通温州

産 i大|計
|早生温州
阪|普通温州

兵|計
|早生温州
庫|普通温州

奈|計
|早生温州
良|普通温州

県|和 l 計 l
歌|早生温州|
山|普通温州|

3，810 
903 
2，910 

16，900 
3，070 
13，800 

3，460 
1，530 
1，930 

2，760 
1，310 
1，450 

2，940 
952 
1，990 

808 
235 
573 

422 
68 
354 

12，500 
4，400 
8，110 

692 
316 
376 

12，200 
5，730 
6，510 

9，730 
4，700 
5，030 

112，300 
25，400 
86，900 

411，300 
73，500 
337，700 

68，600 
30，300 
38，300 

56，900 
31，600 
25，300 

57，400 
17，700 
39，700 

14，600 
3，600 
11，000 

7，110 
1，100 
6，010 

346，300 
114，200 
232，100 

101 
100 
101 

101 
102 
101 

102 
110 
101 

105 
110 
102 

102 
105 
100 

104 
107 
103 

99 
101 
98 

100 
100 
99 

103 
105 
102 

134 
132 
138 

125 
124 
125 

107 
120 
105 

119 
125 
115 

126 
130 
122 

120 
124 
119 

124 
132 
122 

114 
119 
113 

113 
114 
112 

133 
131 
136 

127 
125 
'127 

108 
121 
105 

119 
123 
115 

125 
129 
120 

121 
124 
119 

127 
137 
124 

111 
117 
il10 

112 
114 
111 

124 
122 
124 

10!? 
109 
104 

112 
113 
112 

123 
124 
122 

116 
119 
119 

126 
131 
123 

114 
118 
114 

109 
109 
110 

広!計
|早生温州
島|普通温州

山|計 l
|早生温州|
口|普通温州|

8，040 
2，780 
5，260 

4，170 
556 
3，610 

121，000 
26，000 
94，900 

455，300 
78，200 
377，100 

78，200 
33，300 
44，900 

62，700 
34，400 
28，300 

66，400 
19，100 
47，300 

16，200 
，3，810 
12，400 

8，710 
1，280 
7，430 

370，600 
121，000 
249，600 

200，300 
71，400 
128，900 

111，100 
17，300 
93，800 

181，600 
66，800 
114，700 

94，800 
15，200 
79，600 

99 
101 
99 

103 
107 
102 

134 
142 
129 

122 
121 
122 

134 
143 
129 

122 
121 
123 

135 
141 
131 

119 
114 
120 
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目リ t 年 女オ 比

結果樹区 分 結果樹面積 予想収穫量 出荷予想、量 予!想、 出 荷

(作部品柄) 
面!積 収穫量 予想量

・ー ・・

ha t t % % % % 

徳

早普生通計温温州州

3，990 105，700 90，200 101. 108， 113 100 7 
1，080 'G7，000 24，700 106 115 117 109 

島 2，910 78，700 65，500 100 106 ;112 106 

香

早普生通計温温州州

5，120 98，200 87，400 106 113 114 1 107 
主 1，470 24，100 22，100 114 120 120 05 
JlI 3，650 74，100 65，400 103 111 112 108 

愛

平普通生計温温州州

21，900 655，000 597，900 100 108 107 107 
6，140 195，000 183，900 104 113 113 109 

援 15，800 460，000 4l4，000 99. 105 104 106 

I笥

早普生通計温温州州

2，750 50，700 43，700 98 105 104 107 
357 6，710 6，110 107 114 113 106 

知 2，390 44，000 37，600 96 103， 102 108 
、匂

千百

早普晶通温州州

8，550 216，100 195，900 103 120 121 117 
4，900 130，100 120，300 104 121 120 117 

産 岡 3，650 86，000 75，600 102 119 124 117 
、ム-，

佐

普早生通計温温州州

13，900 353，000 324，300 105 118 116 112 
5，750 153，000 142，300 105 119 117 113 

賀 8，150 200，000 182，000 104 117 115 112 
・'" _.. れ u ・、

長

早普通生昔温温i州州
13，500 230，000 204，300 103 112 111 108 
3，410 55，100 49，900 106 114 111 107 

崎 10，100 174，900 154，400 102 111 110 109 
司 一円 J 、晶、

貧民

早普生通言温温l州州
11，900 269，700 242，700 105 121 122 116 
4，580 96，200 90，400 106 115 119 109 

県 本 7，350 173，500 152，300 105 125 124 119 

大

早普生通計温温州州

9，070 197，300 178，700 102 118 120 117 
1，950 45，600 42，200 107 116 116 109 

分 7，120 151，700 136，500 ， 100 119 121 118 
ヲー ザ .- 町・

p品ムー・

早普生通言担温|州州

6，050 88，200 73，200 104 104 104 100 
1，720 22，200 19，900 110 107 108 97 

崎 4，330 66，000 53，300 101 102 102 101 

鹿児島 早普生通言温温|州州
5，510 76，700 64，600 102 103 102 101 
1，760 24，200 22，700 116 108 107 94 
3，750 52，500 41，900 97 100 99 104 

凶~.. _.._~ _，--・ a・ 白押・ ・』・

そ他の計県の 早普生通青I温温州州
1，520 23，500 20，200 ... ... ... ... 
506 7，440 6，220 ... .. ... ... 
1，010 16，000 14，000 ... .. ..， ... 

引千円+・、 唱・，曹司 阿 同 ・・
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49年産リんごの結果樹面積及び予想収穫量・出荷予想量

比

区 分
I i旧木判 IJ 

川|結果樹|予想|出荷|作当 柄
10アりーJレ
た収量〉

ha % % % % 

計 50，600 924，000 854，500 98 96 96 98 

祝紅
旭 2，450 39，000 35，500 90 89 89 98 

全 光玉
6，940 138，500 122，800 87 88 88 102 
8，220 170，400 158，600 81 81 82 101 

国ゴールデンデリシャス 3，730 65，800 60，400 94 88 88 93 
印デリシャス度系 15，900 292，900 276，500 105 99 99 94 

国
1，800 30，100 28，100 90 90 90 100 

，~) じ 7，380 126，200 115，900 126 139 142 110 
む つ 1，850 29，800 28，200 111 117 120 106 

計 2，970 54，800 48，400 91 86 88 94' 

~t 

祝紅国ゴールデンデリシャ旭玉光ス

696 13，000 11，900 90 87 86 97 
138 2，650 1，810 72 68 68 94 

海 235 4，890 2，680 52 50 40 96 
112 1，870 1，670 90 85 85 94 

印デリシャス度系 1，550 28，200 26，800 112 105 109 93 

主 道
55 1，070 978 83 77 79 92 

ゐ〉 じ 28 469 443 90 99 98 110 
む つ 9 122 114 90 89 89 99; 

計 23，500 420，800 404，500 100 95 96 95 
三円包

祝紅
旭 503 6，790 6，320 86 85 85 

999 4 玉 1，850 30，700 28，700 86 81 81 
国 光 5，910 130，600 126，000 89 90 90 102 
ゴーノレデンデリシャス 840 11，800 11，300 97 92 93 

895 91 
印デリシャス度系 7，890 138，900 135，000 107 94 94 

不フト不之
1，040 16，600 16，200 95 95 96 101 

ふ、〉 じ 3， 140 52，400 49，100 121 128 132 107 5 
む つ 1，220 19，000 18，400 108 113 116 10 

産
計 3，510 57，300 48，000 92 94 95 102 

岩

祝紅
7且 138 1，850 1，340 86 86 88 101 
玉 1，160 21，600 17，300 85 86 86 10] 

国 光 370 6，200 5，060 81 82 84 102 
ゴールデンデリシャス 245 4，060 3，490 98 102 1040 - 104 
デ印リシャス度系 775 11，900 10，600 96 100 10 104 1 

手
171 2，620 2，220 90 92 92 10 

，~益 じ 427 6，000 5，440 118 123 126 104 4 
む つ 137 1，970 1，720 122 128 131 10 

計 831 8，280 6，700 97 97 98 : 100 

県
p凸..，. 

祝紅
旭 24 215 146 100 100 100 : 100 
玉 79 814 541 94 108 109 115 

国 光 41 395 247 72 81 82 113 
ゴールデンデリシャヌ 215 2，050 1，800 92 88 89 96 
デ印リシャス度系 326 3，550 2，980 102 98 98 96 

城 13 130 93 87 101 98 ， ，116 
，~) じ 74 533 456 116 132 133 llL1 
む ヲ 31 367 316 107 113 117 105 
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区 分

比

作柄
(10アーノレ
当たり収量〉

ha % % % % 

百十 3，210 44，600 39，800 98 75 75 77 

手大

抱祝国ゴールデンデリシャ旭玉光ス

36 457 389 82 66 68 81 
179 3， 120 2，520 71 69 60 96 
541 7，870 6，690 76 59 55 76 
750 11，500 10，500 98 69 70 71 

デ印リシャス度系 685 10，800 9，820 101 81 80 80 

主 田 112 1，660 1，490 97， 79 79 83 
-~、 じ 733 7，000 6，560 139 118 121 85 
む つ 99 1，200 1，110 105 94 103 89 

計 3，270 65，100 58，400 98 102 103 104 

山

星国ゴールデンずリシャ空光ス

121 2，240 2，080 94 97 97 103 
1，220 25，200 22，400 95 100 100 105 
247 4，470 3，800 81 82 81 101 
166 3，260 3，010 81 83 82 103 

印デリシャス度系 849 17，400 15，800 104 107 108 104 

形
59 1，070 940 89 96 93 106 

ゐ〉 じ 340 6，560 5，950 134 136 146 101 
む つ 48 987 875 104 106 108 102 

産

計 2，890 50，300 46，200 100 108 108 107 

千百

霊図ゴールデンデリシャ童光ス

344 3，870 3，700 97 97 101 101 
245 3，440 3，.160 97 103 105 106 
52 762 ，679 88 96 99 109 
403 7，950 7，390 98 106 107 108 

印デリシャス度系 1，370 26，900 24，600 100 108 106 108 

島
63 978 874 89 99 102 112 

-~) じ 195 3，280 3，060 125 138 141 111 
む つ 69 1，180 1，，080 115 122 123 106 

9，260 206，900 187，800 97 103 103 106 

県 長

E国ゴールデンデリシャE光ス
394 8， 150 7.450 92 91 91 98 
1，860 47，300 43，000 86 91 91 107 
770 14，500 12，600 57 55 54 97 
826 21，000 19，300 88 91 91 104 

印デリシャス度系 2，250 51，700 47，740 105 109 109 105 

野
278 5，810 5，200 78 79 79 102 

心主 じ 2，350 48，900 43，800 131 160 164 122 
む つ 203 4，570 4，210 132 145 145 110 

言十 1，150 15，900 14，800 ." ... ... ... 

そ県

E国ゴールデンデリシャ聖光ス
191 2，420 2，230 ... ... ." ... 

σ〉 212 3，700 3，460 ... ... ". '" 

52 652 547 ... ... ." 
他 174 2，280 2，050 ... .，. ... .. 

デ印リシャス度系 225 3，470 3，350 ... ... ... ... 

の計
12 161 141 ... ..， ... ... 

-~、〉 じ 85 1，090 1，060 ... ..， .. ... 
む つ 34 422 414 ... ... ... ... 
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大豆増産対策は
、，..也

、ー れでよいのか
全国農業協同組合連合会顧問

黒 川計

政府は昭和49年度から食料用大豆の国内生産の

強化を目ざして，大豆の増産対策に着手七た。対

策の概要は次の通りである。

(1) 大豆生産奨励金の交付

大豆生産振興地域内で生産された大豆で「大豆

なたね交付金暫定措置法」に基く調整販売の対象

となったもの，または「主要農作物種子法」によ

り，振興地域内で生産して種子用大豆として販売

したものが価格助成の対象となる。

奨励金の額は60kg当り 2，500円と2，300円の 2段

階である。要するに現在の大豆価格で、は引合わな

い場合の，価格差補給金的なものである。

(2) 大豆生産に必要な機械導入補助

(3) 大豆増産技術改普展示ほ設置費補助

予算計画としては 1，000市町村を対象として 1

カ所平均約4万5千円の補助をする。

(4) 大豆原種増殖ほ設置補助

原種増殖のための採種ほの助成

大豆の栽培面積は，戦前は 30"'40万haあり，

戦後も昭和30年頃までは 40万haあり，その収穫

高も40"'50万tあった。ところが昭和48年の栽培

面積は88干haで，戦後で最も多い昭和29年の約2

割に激減した。

この原因は，日本経済の高度成長の中で，穀寂

作物の栽培が経済的に引き合わなくなったためで

ある。すなわち鉱工業生産をも含めて，経済性に

応じて世界的に生産の分担方式をとる政策をとっ

たため，日本の畑作生産は短期間に激減し，大豆

も安楽死寸前ということになった。

それが昨年，世界的な農産物の需要増により，

ドノレは持っていても穀物は買えない実情となっ

た。特に大豆は契約ずみの分まで売ってくれない

ことになった。

この場になって初めてあわてた。日本人は大体

お人好しで，のんきにできている。欧州諸国では

何千年来の苦労から，こんなことはじない。こう

いうことは， しかし日本でも初めてではない。

米騒動のあった大正7年に同様のことがあっ

た。当時は第一次世界大戦の末期であり i日本は

台湾や朝鮮などから食糧の移入をしていたが，外

に米国やカナダから小麦や米の輸入をしていた。

この輸入が全部停止された。

当時欧州では満5年に亘る大戦のため農業生産

も荒廃し，英・仏などの連合軍諸国は食糧欠乏に

悩まされたものであろう。必要な食糧は大量米国

やカナダなどから輸送され，日本にまで輸出する

余裕はなくなったのである。

そこで大正7年に農商務大臣は各道府県知事

に，当時の食糧事情を述べ，国民に代用食をする

よう通達を出している。

当時私は中学一年生であり，農家である私の家

でも米6・大麦4の割合の麦飯の中に大根やその

葉を混ぜたり，甘藷を入れた麦飯にしたりしたこ

とを憶えている。第一次世界大戦のときは， 日本

は英・仏や米国と同盟関係にあったのである。

大豆の増産は，農産物による蛋白質の生産とい

う意味で大きな意義がある。 47年現在，日本人が

摂取している蛋白質の量は 1人 1日当り 78kg，‘こ

れを年間の素材別消費量でみると，魚、貝類33kg，

牛乳・乳製品52kg，肉類14kg，卵15kgとある。

非常時がきて食糧欠乏の時代がくると，第2次

大戦の経験から考えると，家畜は激減し，豚のご

ときは数十分のーに，にわとりも 1割くらいにな

る。牛乳も数分のーになるかも知れない。

こうなると，蛋白質は魚貝類と農産物から主と

してとるほか方法がない。このような時に備え

て，微生物による蛋白質の補給までも考えでおか

ねばなるまい。

このようなことまで考えて大豆の増産を図ると

すれば，蛋白作物研究所などをつ《って:大豆ば

かりでなく他の蛋白作物の研究をしなければなる

まい。 10年先， 20年先の世界の人口増を考えれ

ば，今からこの程の研究に着手する必要があるの

ではあるまいか。

農林省の大豆増産対策は，差当りの煮豆や豆腐

用を目標にしているのであろうが，それでも，こ

の程度で目標を達成できるであろうか。甚だ危い

ものと思われる。

単位面積当りの収量を飛躍的にあげるにはこの
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際思い切って研究体制を強化することである。大

正15年と昭和7年に，小麦増産のため農林省が実

施じた方式が参考になると思われる。

4 ソj、麦の増殖奨励事業の第一次計画は大正15年か

らで，その事業は次の事項であった。

(1)小麦と小麦粉の関税の引上げである。

大巾な関税の引上げを行っている。

(2)小麦の品種改良と栽培法改善試験

(3)以上の品種改良試験と大正5年から実施して

いた「米麦品種改良奨励規則」による原採種ほ設

置事業による優良種子の増殖施設とを結び勺け

て，優良種子の増殖配付に努めた。

第二次小麦増殖計画は昭和7年からで，特に次

の事業に力を入れ実施した。

(1)優良品種育成施設の強化拡充

(2)成優良小麦種子の増殖配付奨励

〔資料〕 生産農業所得総計の計測の範囲

S米…玄米， くず米

S麦類…小麦， 6条大麦， 2条大麦，裸麦，えん麦，ら

い麦

S雑類…とうもろこし，あわ，ひえ，きび，そぱ， もろ
こし等

S豆類…えんどう，そらまめ，だいず，あずさ，いんげ
んまめ，らつかせい，ささげ，りよくとう等

5いも類…かんしれはれいしょ
S野菜…とうもろこし(未)，えだまめ，さやえんどう，
そらまめ〈未)，青さやいんげん，きゅうり，しろう

り，かぼちゃ，すいか，温室メロン，露路メロン，な

す， トマじいちご，ピーマン，とうがらし，とうが

ん，にがうり，へちま(食用〉トオクラ，ゅうがお，

きゃべっ，はくさい，非結球っけな，ほうれんそう，

ねぎ，たまねぎ，たけのこ，レタス，セロリー，パセ

リー，はなやさい，アスパラガス，わけぎ，にら，み

つば，しゅんざく，にんにく，らっきょう，ふき，み

ょうが，うど，わさび，はたまねぎ，しそ，プロッコ

リ，せり，レットキャベツ，こもちかんらん，ぼうふ

う，体菜，からしな，だいこん，かぶ，にんじん，ご

ぼう，さといも，れんこん， くわい，やまのいも，ゆ

りね，しょうが，わさび大根，マッシュルーム， リー

キ，チコリ，みずいも，まこも等

S果実…みかん，なつみかん，ネーブルオレンジ，はっ
さく，いよかん，りんご，ぶどう，日本なし，西洋な

し，もも，おうとう，うめ，びわ，ふき，くり，すも

も，いちじく，あんず， くるみ等

5花き…チュリップ，きく，アスター，金せん花，ゆ
り，フリージャー，スイトピー，ばら，カーネーショ

ン，すいせん[グラジオラス，アイリス，その他花き

一~~---一一一一一ーーー一 ーーーー

(3)小麦増殖実地指導地設置助成

以上の諸策設の結果，昭和14年および15年の実

績によると，小麦の生産高は 2倍の 170万tに，

栽培面積は約5割増加し，反当収量も 2割 1分か

ら2割 7分増加している。

大豆の場合は，環境に対してより敏感で、あり，

用途も多様性が求められ，萱科植物のため窒素の

効かせ方による増収が困難であり，土壌処理に対

する問題があるなど，小麦より更に品種の選定も

栽培法も多様化し，より困難があろう。しかし，

日本人に対する大切な蛋自供給源として，是非と

も解決しなければならない問題であろう。

また大豆増産のための技術は，その他の宣科作

物の増産技術とも密接な関連があるものと考えら

れる。中途半端な増産奨励対策では済まされない

問題であろう。

類，球根(チューリップ，ゆり，すいせん，ヒヤシン

ス，クロッカス，その他球根)，観葉植物，花木類，

芝等

5工芸作物…なたね，たばこ，生茶葉，さとうきび，て
んさい，こんにゃくいも，じよちゅうぎくiはつか，

あま，い，しちとうい，こうぞ，みつまた，あい，と

ろろ，あおい，ゼラニューム，ラベンダ，ホウショ

ウ，紅花，アオラン，ほうさきび，へちま，きくい

も，綿花，あさ，こうま，ラミー等

Sその他作物…庭園樹苗木，街路樹苗木，その他盆栽等
苗木，山林用苗木(すぎ，ひのき，まつ，からまつ，え

ぞまつ，とどまっその他山林用苗木)，稲わら(販売

したもの)，植物生長(みかん，ネープルオレンジ，

なつみかん，はっさく，いよかん，りんご，ぶどう，

日本なし，西洋なし，もも，おうとう，びわ，うめ，

かき，くり，すもも，いちじく，あんず，くるみ，茶

桑，こうぞ，みつまた，才リーブその他〉

S養蚕ー上繭， くず繭，種繭，繭綿

5畜産…肉用牛，乳用牛，乳牛とく，生乳，豚，採卵
鶏，ブロイラー，鶏卵，馬〈転種馬を除く)，めん

羊，ゃぎ，うさぎ，羊毛，と毛，やざ乳，水牛，軽種

馬，はちみつ，みつばち〈輸出〉ミング，ギン狐，不

正常卵，あひる，七面鳥，うずら卵，がちょう，き

じ，あひる卵，カナリャ，セキセ千イ tンコ，文鳥，ジ

ュウシマツ，その他のペ、y上類，マウス， ラットその

他実験用動物等

S加工農作物…かんぴょう，切干だいこん，干がきf か
んしょ切干，こんにゃく荒紛，荒茶，畳表，ござ，花

むしろ，はつかとりおろし油， i表なわ，むしろ，その
他加工品

注…〈未〉は未成熟を示す


